
板橋区環境教育プログラム
（安城市）（安城市）

区の木ケヤキ 区の鳥ハクセキレイ

板橋 役 緑板橋区役所の緑のカーテン

区の花ニリンソウ



板橋区の概要

面積 32.17 k㎡（23区中９番目）

人口 534,957人(23区中７番目）

世帯数 275,320   世帯



エコポリスセンター
平成7年（１９９５年）開設平成7年（１９９５年）開設

所在地：板橋区前野町４－６－１
敷地面積：１，８４６．６㎡

㎡延床面積：３，７１２．４３㎡
構造規模：RC造地下２階地上３階建て



環境教育推進プランの策定
（平成19年2月）

プ 「 境 育推進 第 条 基づ 板・このプランは、「環境教育推進法」第8条の規定に基づく、板橋区

の「方針、計画等」及び「板橋区環境基本計画」の重点取り組みで
ある「環境教育の推進」を計画的・効果的に行うための実施計画と
して策定して策定
・ 板橋区と板橋区教育委員会が連携して策定
・基本計画部分は平成２７年度までの計画

 

板橋区基本計画
国連持続可能な開発の

ための教育（ESD）の 10 年
ESD の 10 年

国際実施計画

【国際施策】【板橋区】 

基
本
方

板橋区環境基本計画 

平成 17 年 3 月改定

板橋区 本計画 ための教育（ ）の 年

平成 14 年 12 月採択

国際実施計画

平成 16 年 11 月策定

環境の保全のための意
欲の増進及び環境教

【国内施策】板
橋
区

板
橋
区 整

ESD の 10 年

国内実施計画

(背景) 

学校教育法

小学校・中学校方
針 

板橋区環境教育推進プラン

平成 年 月改定

個別施策 

板橋区地球温暖化防止地
域推進計画、板橋区一般
廃棄物処理基本計画、他

育の推進に関する法律 

平成 16 年 10 月施行 平成 17 年 3 月策定 連携・

整合 

都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ

区
緑
の
基
本
計
画

※

整
合 

国内実施計画 小学校・中学校

学習指導要領

整合 整合 

板橋区環境教育推進プラン
廃棄物処 本計画、他

ラ
ン

※

、

※

、
他



環境教育推進プラン環境教育推進プラン
（環境教育の対象範囲）

対象となる主体 環境教育

環境教育 

環境学習
環境教育 

対象となる主体

区民

事業者区民
団体

情報提供 

体験の機会の提供

環境教育 

環境保全の

意欲の増進区 学校等

環境保全活動 

持続可能な社会 

体験の機会の提供

など 
意欲の増進 

環境

経済 社会 環境と社会

との調和 

環境と経済

との調和 

環境

環境の範囲

資料：わが国における「国連持続可能な開発のため

の教育の 10 年」実施計画案資料（環境省） 

 

大気汚染 

環境の範囲

健康・安全 

水質 

騒音・振動 

水循環

オゾン層の破壊

 

地球環境問題 自然・アメニティ 

風害

循環型社会 

位置・地形・地質 

気候・気象 

植生・動物等 物質循環 酸性雨※ 

熱帯林の減少 

野生生物の減少 エネルギー

地球温暖化

地盤沈下 

悪臭 

土壌汚染※ 

水象 

歴史文化等 

水循環

景観・ランドマーク 

風害

日照阻害 

電波障害 

有害化学物質 

公園・緑地・親水 

野生生物の減少 エネルギ

海洋環境汚染 

開発途上国の環境問題 

有害廃棄物の越境移動 

板橋区環境基本計画のテーマと対象範囲 



環境教育の基本的な方針
板橋区の環境教育が目指す区民像

人間と環境との関わりについての正しい認識に立ち、自らの責任人間と環境との関わりについての正しい認識に立ち、自らの責任
ある行動をもって、持続可能な社会づくりに参画できる板橋区民

環境教育の基本計画
１ 様々な ルドにおける環境教育の展開１ 様々なフィールドにおける環境教育の展開

区民、区民団体、事業者、学校等、区のそれぞれが自主的に、また連携して、家
庭、地域、職場、学校等、区の施設等の場（フィールド）において、各主体の特色を生

かした環境教育を継続的に実施するかした環境教育を継続的に実施する

２ 環境教育推進のための仕組み（基盤）づくり
区は、地域の自然環境や区の施設等の特色を生かした環境教育を推進するととも

に、各主体の自主的な環境教育の取組を着実に進めるため、情報の整備、機会の提
供 人材の育成 拠点の整備など 推進のための仕組みや基盤の整備を実施する供、人材の育成、拠点の整備など、推進のための仕組みや基盤の整備を実施する

３ 重点施策
環境教育の範囲やその推進に向けた取組は非常に幅広く、網羅的な施策の実施

では、地球温暖化防止など喫緊の課題への十分な対応が難しいことから、重点施策

を定め効率的な環境教育の展開を図る



重点施策
①全区民参加型事業 ～広く一般の人への環境教育～①全区民参加型事業 広く 般の人 の環境教育
②小・中学校の連携による体験的・実践的な環境教育の推進
③（仮称）板橋区環境教育推進協議会の創設
④プログラムバンクの創設（環境教育に関する人材・プログラムの一体提供）
⑤人材の育成

学校における環境教育の推進
小学校から中学校までを見通した系統的なカリキュラム（小･中一貫カリキュラ
ム）の編成

計画の推進計画の推進
環境教育が効果的に実施されているかどうかをはかるものさしとして、成果指
標を設定し、平成２７年度までの目標を立てて、達成状況を管理していく



⼩中⼀貫カリキュラムで系統的な⼩中⼀貫カリキュラムで系統的な⼩中 貫カリキュラムで系統的な⼩中 貫カリキュラムで系統的な
環境教育環境教育

板橋区環境教育カリキュラム板橋区環境教育カリキュラム 平成平成2020年年22⽉策定⽉策定

カリキュラムのコンセプト

多様性多様性
つながりつながり
かかわりかかわり

地球規模で考え地球規模で考え
足元から行動する足元から行動する多様性多様性

かかわりかかわり 足元から行動する足元から行動する



三期で系統的な学び三期で系統的な学び三期で系統的な学び三期で系統的な学び

評価・意思決定期（中学校２･３年⽣）評価・意思決定期（中学校２･３年⽣）

認識・問題把握期（⼩学校５･６認識・問題把握期（⼩学校５･６､､中学校１年中学校１年
⽣）⽣）

感受期（⼩学校３・４年⽣）感受期（⼩学校３・４年⽣）



板橋区環境教育テキスト「未来へ」板橋区環境教育テキスト「未来へ」板橋区環境教育テキスト「未来へ」板橋区環境教育テキスト「未来へ」



環境教育ハンドブックの作成
・作成経緯作成経緯

環境教育推進プランに基づき、小・中学校における授業を主眼に、区民・区民団体・事
業者等の方々が開催する環境講座など、環境教育を実践するにあたり環境教育に対
する知識や経験の少ない指導者の方でもすぐに利用できるよう具体的で体験的な活する知識や経験の少な 指導者の方でもすぐ 利用できるよう具体的で体験的な活
用しやすいプログラムを提供する、環境教育ハンドブックを作成することとなった
・作成組織

環境教育の指導を行った実績のある区民（公募）、と小中学校の先生とで「環境教育
プログラム部会」を立ち上げ作成
・環境教育ハンドブックの構成
（１）板橋区環境教育プログラム

が主に小・中学校の先生等の指導者がすぐに授業や講座で活用できるよう、様々な場において
実践・紹介されている環境教育プログラムを参考としながら、地域特性等を踏まえて開発した板

橋区環境教育プログラムを詳細に掲載
（２）環境教育プログラム事例集（２）環境教育プログラム事例集

すでに様々な場において実践・紹介されているプログラムやすでに区内で取り組みが進んでい

るプログラムを選定し、その概要を掲載
（３）プログラムバンク（３）プ グラム ンク

板橋区環境教育プログラム、環境教育プログラム事例集、区内で利用できる施設、活動支援

団体等の情報をインターネットで公開するプログラムバンクについて説明
（４）利用できる施設、活動支援団体等

区内で利用できる施設やフィールド、講師派遣等の支援が可能な団体等環境教育支援団体の

情報を掲載



環境教育プログラム環境教育プログラム

特長

・発達段階（感受期：小学３～４年生、認識・問題把握期：小学５年～中学１年生、評発達段階（感受期：小学３ ４年生、認識 問題把握期：小学５年 中学１年生、評
価・意思決定期：中学２～３年生）に応じて開発した体験的・実践的プログラムを掲載

・主に学校の先生が授業で活用しやすいように、プログラムの進め方や時間配分、使主に学校の先生が授業で活用しやす ように、プ グラ の進め方や時間配分、使
用するものなど、学習を行う際に必要となる情報から参考となるデータや学習シートま
で、できるだけ多くの情報を掲載

・必要に応じて、それぞれのフィールドや発達段階、知識の習熟度などによってプログ
ラムを加除修正し、活用しやすいように組み替えて使用してすることが可能

・各プログラムは基本的に１回の授業でできるようなプログラムを掲載しているので、
環境教育に関する一連の学習内容の一部として活用 できる



環境教育プログラムの構成環境教育プ グラムの構成 

 

■プログラムの概要 

ねらい プログラムを実施する目的について示します。 

目 標 プログラムを実施することによる、児童・生徒の到達目標を示します。目 標 プ グラムを実施することによる、児童 生徒の到達目標を示します。

分 野 プログラムの分野を示します。 

対 象 プログラムを活用できる学年の範囲を示します。 

主な教科 プログラムに関連する教科を示します。 

時 間 
プログラムを実施するために必要な
時間の目安を示します。

実施場所 
プログラムの実施場所を
示します。

使用するもの プログラムを実施する際に使用するものを示します。 

全体の流れ プログラムの全体の流れを示します。 

関連プログラ
ム・事例 

関連するプログラムや事例を示します。 
No.○：板橋区環境教育プログラム、事例○：環境教育プログラム事例集 

参考情報
プログラムを作成するにあたり、参考とした資料や実施する上で参考となる情

参考情報
作成す あたり、参考 た資料や実施す 参考 な 情

報等を示します。 

■進め方 

  プログラムの所要時間と、それぞれの時間で行う内容及び指導上の留意点を示します。 

■使用するもの 

プログラムの実施にあたり、使用するものの名称および数量を示します。 

 ■参考となるデータ 

  プログラムのテーマに関連のあるデータを紹介しています。 

 ■授業の様子 

際 様  実際に授業を行った実績のあるものについて、授業の様子を写した写真を掲載しています。

 ■実施にあたって留意する点 

  プログラムを実施する際に、学校の先生等指導者が留意すべき点について示します。 

■学習シート 
プログラムを実施する際に 児童 生徒に配布する学習シ トを示しますプログラムを実施する際に、児童・生徒に配布する学習シートを示します。



事例（身近な自然を調べてみよう）事例（身近な自然を調 う）

ねらい 身近な校庭や学校周辺の動植物を観察することで自然に関心を持 ようになり 自然を大切

プログラムの概要

ねらい 身近な校庭や学校周辺の動植物を観察することで自然に関心を持つようになり、自然を大切
にする心を育てる。

目 標 【感受期（小３、小４）】
身近な場所にも植物や昆虫などの生き物がいることに気づき、興味・関心を持つように
なるなる。

動植物を見る観察力を身につけ、命や自然を大切にすることができる心をもつようになる。

分 野 自然・アメニティ分野（みどり）

対 象 小学３年～中学１年

主な教科 生活、理科、総合学習、社会

時 間 ７０～１２５分

使用するもの ビンゴカード、シール、画板、虫眼鏡、プラスチック容器又はビニール袋、筆記用具使用するもの ビン カ ド、シ ル、画板、虫眼鏡、プラスチック容器又はビ ル袋、筆記用具

全体の流れ 自然観察ビンゴ（低学年向き）
・ルール説明

↓
ビンゴカ ドをもとに自然観察・ビンゴカードをもとに自然観察
↓

・ビンゴの答えあわせと振り返り

関連プログラム・
事例

Ｎｏ.３:マイツリーを観察しよう、Ｎｏ.４:ヤゴ救出作戦、事例９:移動教室先での自然観察、
事例１０:アサガオのリース作り 事例１１:バケツで米づくり事例 事例１０:アサガオのリ ス作り、事例１１:バケツで米づくり

参考情報



進め方

時 間 学 習 内 容 指導上の留意
点

１０分 ＜ビンゴの説明＞
ビンゴのルールを説明する。班内での役割分担を決め
、（シール貼り、動植物の採集、虫眼鏡観察など）、
学習シート・道具を配布する。

・範囲とルー
ルの徹底
・班全員に役
割を持たせ協
力するよう促力するよう促
す。

４０分 ＜ビンゴの実施＞
事前に下見して観察できた自然物を９つ選んでおきビ
ンゴカ ドを作 ておく 低学年は 写真だけのビン

・安全管理
・班行動がで
きているか確ンゴカードを作っておく。低学年は、写真だけのビン

ゴを作り、見つけたものにシールを貼る方法がよい。
きているか確
認
・ビンゴの内
容のアドバイ
ス

２０分 ＜ふりかえり・まとめ＞
ビンゴの内容をふりかえりながら、答えなどを説明す
る。
・いくつビンゴできた？
何が らな ?

・できたこと
をまずほめる
・特別な発見
はみんなで確

・何が見つからなかった?
・みんなに自慢したいものはあった？

認
・生き物を捕
まえていたら
、自然にかえ
すよう促す。す う促す。



数 量 備 考

使用するもの

物 品 名
数 量 備 考

学習シート １班１枚 「校庭のいきものかん
さつ」さつ」

シール １班９枚 ビンゴの数だけ

画板 １班１枚

※虫眼鏡 １班１個

※プラスチッ
ク容器又はビ
ニール袋

１班１個 採取したものを入れる

筆記用具 １班１セット シールを使わない場合

参考となるデータ：エコポリスセンターのホームページ等のサイト紹介



学習シート

チェックポイント １

１ （ ）

チェックポイント ２

１、（ ）
２、（ ）
３、（ ） わたしの葉っぱは「赤

ちゃんの手」みたいだ
よ！

えんどうまめみたいな 葉っぱをさがして絵を書
こう

えんどうまめみたいな
さや があるよ！

校庭のまん中で
目をとじてみよう！
聞こえた とりの声

２しゅるい

チェックポイント ３

生き

ぼくは カエルだよ！
どこにいるかさがしてね！まるいも見つけた生きもの

の絵を書こう

どこにいるかさがしてね！まるいも
のを
さがして
ね！！

においをかいで
みよう

みつけよう
よく見よう

絵を書いてみよう
見つけたものを書こう

聞こえた音を
書こう



授業の様子授業の様子
自然観察ビンゴの様子

自然観察ｳｫｰｸﾗﾘｰの様子



プログラムバンクプログラムバンク
プログラムバンクは、環境教育ハンドブックの内容や学習シート･環境教育に必要な

資料等の情報をインターネットで公開するもので環境教育に関する人材と環境学習プ
ログラムの情報を集約し、一体的に提供するものである。ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑﾊﾞﾝｸは、エコポリス
センターのホームページに構築している。



環境教育ハンドブック活用状況
（平成20年度）

活用小学校 54校中 40校 74%活用小学校 校中 校

活用中学校 23校中 11校 48%

活用小中学校 合計 77校中 51校 66%



環境教育推進プランの成果指標実績
成果指標 平成19年度 平成20年度

目標
（平成27年度）

達成率

① エコポリスセンターホームページのアクセス件数 126,209件 84,531件 260,000件 32.5%

②
プログラムバンクの利用学校数
（ハンドブック利用学校数）

H20.3創設
25校

（５１校）
全校（77校）

32.5%
（6６%）

③ プログラムバンクの登録人数 H20.3創設 40人 300人 13.3%

④ プログラムバンクの登録プログラム数 37件 78件 300件 26.0%

⑤ いたばしエコ・ショップの店舗数 95店舗 107店舗 150店舗 71.3%

⑥ 環境保全キャンペーン参加者数 22,811人 21,677人 30,000人 72.3%

⑦ エコチェックシートの得点 51.9点 52.2点 満点（70点） 74.6%

⑧ 中学校 境学 件数 件 件 件⑧ 小・中学校における環境学習の件数 705件 807件 2,000件 35.3%

⑨
環境講座等参加者数
（内エコポリスセンター環境講座等参加者数）

23,920人
（11,703人）

221,638人
（9,869人）

30,000人
（10,000人）

72.1%
(98.7
%)

環境イベント等参加者数 57 980人 61 731人 100 000人 61 7%
⑩

環境イベント等参加者数
（内エコポリスセンター環境イベント等参加者数）

57,980人
（34,181人）

61,731人
（34,832人）

100,000人
（70,000人）

61.7%
(49.8%)

⑪ エコポリスセンター事業へのボランティア等参加者数 656人 502人 1,000人 50.2%

⑫ エコポリスセンター登録環境団体数 13団体 14団体 30団体 46.7%

⑬ こどもエコクラブ登録団体数 8団体 9団体 30団体 30.0%

⑭ 集団回収登録団体数 832団体 850団体 880団体 96.6%

⑮ 環境学習講師派遣実施件数・派遣人数
33校500人（延

101校）
28校387人（延89

校）
全校（77校）500人

36.4%
77.4%


